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癖 厚クリーンロータリー・クラブ

Weekly Report
― 手を貸そう! そして強く握ろう!

◎司会

◎点館

◎ロータリーソング

◎お害特紹介

東京東江ブ`川RC
・同山ど南RC

SAA委 員会 J端   正

会長 大松 競ニ

「四つのテスト」

ソングリーダー 吉 沢 洋 景

会長 大松 減ニ

森本  弘  様

fr原 裕 二 様

◎会務報告          会 長 大松 減ニ

3月 24日 開催定例理事会報告
・クラブの正規のルールに基づいて承認された会貞候補

者の人会を妨告された問題について、継続して審議し

ましr 口 _タ リアンとして絶対認められない、そし

て除名に値する行為であることを理事会として印椛認

しましたが こ の事件を乗り越えて多くの会員を信頼

し、これからは会員の心を つ にして ク ラプのJ結

と会貞増強のために、理事会は全力をあげて取り組み

たいと思いまiす べての会員の皆さんには、この方

夕‖こご理解とご協力を改めてお願いしま,■

対際大会と規陸旅行について報告がありました 順調

に準備が進められていまi

多藤市峡煙マナーアンブキヤンベーンの実施計両につ

いて替議しました。真体的な日程と協力依頼を、後日、

社会奉仕委員会にお願いしまf

特別半業 「白楽雄訪簡との写真パネルを白楽柱及びみゆ

き幼lL固に贈呈 (報告)

◎樽 結      需 蘇 散

4～5月例会その他行事予定 (配布)について説明

◎次年度会務報告 次年度会長 菊 池  敏

4月 7日 午後 1時 45分 より、キ務向にて被選理事会

を開催しますので 役 員理事の皆さんは予定して置い

て ドさいt

◎出席報告
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【委員会報告】

出席委員会 1琳   正

親建活動委員会 萩 生回政白

43名

42名 (出席免除者 2名)

28名

14名 (事前MU3名 )

8 1 %

=郎 、藤原 正 範、平野

英也、JLli 辛 彦、1域

ミえ 、小回 泰 機、関岡

信夫、杉野さイ呆子、杉門

範城 津守 弘 範

昇 3'24理 事会

英也 3/24 理 事会

俊 i 3/24 理 事会

誠 3117縦 選理事会

行度

章貞、

俊 i、

ユ 文 、

火は 赦 i 桜が満開となりましたて帰りは夜桜見物と

しゃれましょう.

藤本 吉 女 今 日は桜満開の中で楽しいスクラッチ会で

した

足立潤二郎 本 日スクランチ会でワン、ツー、フィニッ

シュで優勝、準優勝しました 桜も満開で

綺麗でしたよて
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ました。

海野 業 一 楽 しいお花見ゴルフでした・   !

萩生回政由 今 日のスクランチ会、僕は満開でしたが、

ボールはアンチコツチに散ってました

日の合計¥10, 000(累 針¥693, 561)

◎頼陸活動委員会 委員長 伊 澪ケイ子

親睦旅行についてお知らせしま,■

4月 11日、午前9時に京エプラザホテル多摩前から出

発ですので、S時 46分集合となりま
‐
i

旅行の行程はほぼ予定通り連べると考えていまi

なお、宿泊先はホテルのため 館 内を浴衣がけで歩く

ことができませんc宴会場t)楽な私服でお願いしまi

当日所用のためFT21て参加される方は、事務局で交通

手段について打合せ下さV、

集伸 寺問等詳細については、来週改めて事務局よりF

AXに てご連絡しま丸

楽しいjrN行になるよう願つていまえ

◎〕レフ同好会 潮 ‖ 昇

地区親睦うレフ大会が 4月 23日 に開傍されま丸 当

クラブとしては 6名 程の出席をお願いしてありま
‐
先

足立会員、大松会員、藤本会員、萩生国政由会員、内

日会員と私が出席の予定です、

また、5月 20日、夕彗東グループ第2回親睦ウレフコ

ンペが開催されますが、当クラブからは4名、大松会

長、藤本会員、菊池会貝、内国会長に参加をお願いし

ておりますのでよろしくお願いしまえ

◎3月誕生回祝    親 連活動委員会 J嗅   博

おめてとうごさいます r′

菊池  敏 、関岡 俊 二、高村  弘 、藤原 正 範

勘 11  昇 、小日 秦 機、

以■各会員

】牛ル・/ツスを我々 グ ツご′ 緒 ″初

もつと程度の良い船を探しながらバルチモアで待機し

ている間、ポールはエリヨット市まで歩いて行つて千し

草畑でアルバイトをした とても重封動だつたが一生懸

命働いた 暫くして、食費と部屋代はタダという条件で

農家の雑用係もやつてみ名  トウモロコンの缶詰工場で

ア′″ミイトした時には日収 1ドル 50セ ントだった そ

うこうしていると、前の会社より程度の良い会社の牛遷

llFd合が出i帆するとの知らせが入つた。パルチモアにとっ

て返すと、ポールは 「ミシガン号Jの 助監督に採押され

た。船の目的地はテーム升可のティルベ リドックで、幸

運にもロンドンから30マイル (48キロ)の ところだっ

/.

ボールは船中で知り合った友達と、国会議事堂その他

歴史やイ税で有名な所を見物しながら、ロンドン市内を

歩き回り、やっと見付けた宿はホワイトチャ～ レ地えの

安宿だつたが バ ーモントから出てきた打会学者の卵ポ
ールには社会探訪の基地として打って付けの場所だっ名

ミシガン号イコ予路、貨物を積むためにスウォンジーに寄

港したので そ の機会を利用してウェールズ地方を見fl

することができた

アメリカに帰ると、ボールは汽車でシカゴ開催の 1893

年万国博覧会を見に行つた。素晴らしい大博覧会をl■l喫

できたことは ボ ールの放浪生活の中では正に圧巻だっ

た.ポ ‐ レはこの大都会シカゴに将来性を紹=した 手

元に汽車賃し力持ち合わせなかったボ‐ レは、博覧会に

勤めていた大学時代の友達を探して泊めさせて豊ったc

ある日のこと、バーモント展示館に入ってみて驚いた。

ラトランドから来ている従兄弟のエドとマンテイ~ フ ヤ

ォクスが展示品を点検していた.ホ ールはlJ4嵯に庫を返

し外へ出た。無 文 のポールは親戚の前に姿を見せる気

にはなれなかつF_

アメリカの都市の中で、ポャ レが足'FrTきたかったの

はニューオリンスで、そこには他の都市とは異なる特性

があった 問題はどうやって共処へ行くかということだ

ったが、結局、ホールはシカゴにいる大判寺代の友達か

らイ皆哲湧
~る
ことにしナ■

ニューオリンズで「プラクマイン郡でオレンジの摘果、

結詰め作業 12名雰集Jの 広告を見付け、ポゥレは応募

した ボール桂採用された男性軍の一隊は、翌日、ミシ

シッピー河を渡つて河口から程遠くないカ レタ地帯にあ

るS 亡 ナッティ果樹園へと向かつた

(コーナー担当モ赤尾 恭 雄)



″ =/1グスを接々 のなたr P2rとィ′

S ビ サッティ果樹園でのll●果、箱詰め、積み出し作

業は 欺 日間順調に運んt と ころが 突 然の黒風に兄

控われハリケーンと肖度が抑し寄せてきた ボールは同

僚と開夜の中 渦 なく水を掻き分けて、歩いたり泳いだ

りしながら帰女子差を家々から助け出し、唯一安全な場

所でtthる果樹園の合庫へ運お本んた それから斧宝生て

二
~ljを
切り、溢れた水を河へ戻したご嵐が止んFl寺に

は、堤防の上には ヽ や十、豚や命 そ の他いろいろな

鳥の死骸が累々としていた こ の 1893年 のメキンコ湾

岸台風で軟占力人の人命が失われたほか、家Hオt)大損害

を受 すたtボ ールは、この時の恐ろしさと苦しみを後々

まで忘れら,tなかつた.
ニューオリンズに帰り、ボー′叫ま新聞の求人広告を探

してみたが 良 いlElき日!まなかったt確 史的な者卜市ニュ
ーオリンズにはまだ末練があったが ホ ールの冒険意欲

も多少冷めてきていた.そ こで、今度はフロツダに行つ

て友達に歓待して蛍おうという、虫のいい考えを持ったと

ジャクソンビ′叫こ行つてみると、以前働いた大弾石盲

店のホールのホストがまだ空いていたので、再FE用して

豊った.社 長のジョージ ク ラークは ポ ールがまだ行

ったことのない地域の担当を命じてくれた その地域 よ

南部詰川|とキューバおよびバハマ詰品だった.
一鴇司勤めた後 ホ ールがi国孜をクラーク社長に中し

出たところ慰留され、クラーク千長はボールがその時に

唯一望んていたヨーロッ′くで,)業務を命したtそ れは、
「花筒岩の産地スコットランドと大理有の産地アイルラ

ンド、ベルギーやイタリーヘ行って、原石の唯入契約を

十1んでくることJだ つた.

ジョージ ク ラークとホールとの関係は ホ ールがア

メリカに戻つてからも更に続き ボ ールはクラークが手

挙H十ていたi地 分誤と建設事業に脇力し、一方、クラー

タti シ カゴを定着の地として決心していたボールに最

後の哉として 大 都市ニューヨークの現臓支店員を一時

ジャクノンrレ に呼び東してボールに臨時支店長を命じ

た.

クラークは、ポールが 15年間のサ知セg舌Jで 得た最

高の友人であり、その深い友情はその後も絶えることな

く続き 後 年、ロータツーの友情聞孫に発展した.

(コーナー担当 i赤尾 木 昨)

ロータツーは ,辺だけの人間を作るものではなく、 人間

の体質改挙を行なうものでtthる!ロ ータリー内部で体験

を頼むにつれて 人 はロータリアンとなるのである.

人がどのような生活を送り、 どのような考え方をしてき

た力1よ、ロータリアン達は深い思策にヤって多市的なロ
ータリーを追究し そ してロータリアン以外の人達には

見えない事桁を見通さなけ,■ばならない.そ してロータ

リアン達の顔に i、その心の成長が刻み込まれるように

なり、もはやロータリーfまメッキてはなくなつて そ の

心そのものの現れとならl■ばならないt
「ザ ロ ータリアンJ、各クラブのコ1行物、国際ロータリ
ー定款、ロータリー倫時 |十1およびロータリー綱領は、真

のロータツアンたらんと志す人達の読むべき文献でれる!

このように広大無辺の友愛と行きとどいた↑業経営理論

を会得しようと望むt)σメま研究せオ引まなられ,

すべてのロータリアンユ!ひ たむきにロータリーを児つ

いよう.企 業経営のあり方の真髄を続めるために研究を

行なおうtわ れわれlr■活を奉仕という確々しい佐律に

合わせよう=わ れわれの心をと別なき々猛心たらしF)よ

[ガイ ガ ンティカー氏の「ロータリー通解JよりJ

(その3)

(コーナー担当 遠藤 二郎)

4月 は 「雑誌月間」です。

「ロータリーの友Jは  国 際ロータリーが指定する公式

lL蚊雑誌であり、会員はこれを購読する義務があり主1干

即ち 抽 ナされるロータリー情報を 読 むJこ とがロー

タ)― クラブ会員の資格要件であり、|ロータリーの友J

は我々を |ロータリアンJと して育ててくれる最i)頼れ

る水先案内人で■
ロータリーよ 1自■白習Jに よる自己研鎖の場でi
「ロータリーの友Jを 進んで読みましょうrr

【85才 を迎えた私とロータリー クラブ】その1
2002年 6月 10日  記

和歌山ロータリー ・クラブ 竹 中 泰 三 様

1950年 、商れ令産附故垂井1青之助社長のお持めて、

和歌山ロータリー ク ラブ再発足のチャーターメンバー

をして、32才 す〕私十ま入会させていただき主したi留 く

して、それがいF税に知れ 則 1座に退会せよとのことであ

った.

その理由は、ロータツー ク ラブという会は 名 を成

し功を遂げた方々の集まりで お 前のようなど芳rJらず

『ロータリー知識』 入 門編
「ロータリークラブの会員を真の回―タリアンに

改善すること」



の若輩のはいる会ではない、と言うのである。早速、垂

井さんにそのことを告げると、回―タリー ク ラブとい

うのは国際的な会で、入会するなり退会すると国際問題

になると驚かされ、親の意見に吉いてしまった

後日、当時、ガバナーをされておられた京都市国大学

十長の烏養利二郎氏にそのことを打ち明けると、「反対さ

れる規父さんのお気持ちはわかるが、これから私の言う

ことをそのままお伝えなさい。規父さんはクラブを交遊

の会だと理解されているようだが、遊びという年のつく

遊羊、遊説由央して遊びではないJと 説明し、私がロー

タリーに入会したことで、何年力ntc、必ず親父さんが喜

ぶ結果になることを、親父さんに学長の鳥養が言つてい

たと告げなさいとのことであった

源助規父が井天して40年 余 り経つが、私ほど家族ぐ

るみでロータリーのお陰を被り、楽しい幸せな人生を送

れたものはないと自負している. 52年 間以上tぅロータ

リーとともに暮らし、ロータリーが好きで好きでたまら

ず、広田毒人先苦ととtぅに、陰で 「ロタキチJと 言われ

るのに誇りさえ感じていた

では 何故ロータリー クラブがそんなに好きになり、

ロータリーに陥れ込んでしまったのか、をお話しさせて

いただきま
‐
九 それは日本国中に友人ができたことと、

外国 特 にアメリカや, ワヽイに規戚同様に規しい友達が

できたことでiそ れも家族ぐるみでお付き合いできる

楽しい友人ができたことで,■

私が入会当時、我が国のロータリーは地区が一地区で

あり、確力翌年に

2地区に分かれた

年であつたように

思うのですが、兎

にれ、地区大会は

日本全国からロー

タリアンが集まり、

そのため北海道か

ら九州1の瑞まで、

ロータリーが縁で

友人ができたこと

で汽

また、私は大会当時、和歌| ロータリー ク ラブを指

導して下さった神戸ロータリー ク ラブの故直木先輩、

小菅先輩が、ロータリーの精神的な民点を解りやすく詳

しく私達にご説明下さつたのが 私 をロータリー好きに

させたのかもしれませゑ

和歌 ロ ータツー ク ラブでは、故山本弥太郎先輩の

お陰でロータリーを正しく理解でき、奉仕活動t)山木弥

太郎先脊とイ叩寺も一緒にさせていただきました

当時は今と違って、終戦後の彰響で物質的に精神的に

本仕の精神を受け)ふ てくれるところが随卯 こあり、養

老院や孤児を当時の合員達とともに慰問IJ可りましたが、

特に 和 歌山女子刑務所の携帯乳児に対する奉仕をお話

しいたしたいと思いま,L

携帯乳児とは、出産後 1年末満の赤ちゃんを持つた受

刑者及び刑務所内で出産してその母親とともに1年間刑

務所におらねばならぬ赤ちゃんのことを携帯乳児という

のだそうで抗 その赤ちゃんに対して、llt lは何の保障

も援護もないことを知り、ロータリーの奉仕活動には最

適だと判断し、当時五、六人いた赤ちゃんの痕る揺りか

ごやガラガラの坑具を届け、ともに慰問した島村安彦君

に写真を撮ってもらった思い出があるが そ の写真には

赤ちゃんとともに山本弥太郎先輩と一緒に私tぅ写つてお

り そ れが世界のロータリアン詰に掲載され、私達の名

前まで出ているのに向患激した (次号に続く)

(ヨーナー担当 :赤に 恭 雄)

臨 集 後 調

本年度tぅ余すところ3ヶ月となりましたt

既に次年度も助走体制に入つており、クラブとしては、

この時期が一番落ち着かない時期でもありま→、

26年 振り、日本における国際大会 (大陶 t)日前の5

月に迫り、力つ、6月は次のロータリー世紀を方向付け

る2004年 規定寄議会が日本で開催されまi

今年は、いつもの年とは違う慌ただしさを感じまi

我々は、冷静にロータリーの行方を見守る時期でもあり

ま,l

さて、クラブ会線委員会は、残る3が月、できるだけ多

くの 会員の声Jや 1委員会だよりJ、個'3的な話題や珍

しい写真牛々の投稿を期待しまi

くカタクリ (ユリ科り≫

嫉 ,こ生えち勢
~gで
あち″タクノの一生すま

ア～g存のFの た 夕茂若を

っr才て隊″S深ぐ餌ごやつを,男な る期 な″

でオ


